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内容の要旨及び審査の結果の要旨
急性呼吸窮迫症候群（ARDS）の呼吸不全は，肺胞腔に鯵出した血液成分による肺サーファクタ
ン卜の不活化が関与していると考えられている．しかし，その詳細については不明な点が多い．本研
究では，ウサギの血清，アルブミン，またはグロブリンを加工天然サーファクタン卜（modifiednatural
surfactant,MNS）に添加し，m-vitmでの所見を気泡拍動型表面張力計で測定し，m-vivoでの作用を
自己のサーファクタン卜が欠如しているウサギ未熟胎仔で測定した．なお，m-vivoの測定では,ＭＮＳ
と前述の血液由来の物質の混合物を胎仔の肺内に注入し，通常の間歌的陽圧呼吸と終末呼気陽圧
（PEEP）を付加した人工呼吸下での換気量を調査した．
ＭＮＳに血清を加えると，気泡拍動型表面張力計で測定した最小表面張力は有意に上昇し，m-vitzvo
での表面活性が阻害された．また，通常の人工呼吸の場合は，ウサギ未熟胎仔の換気量が約1/２に減
少し（Ｐ＜０．０５)，in-vivoにおける作用も障害された．しかし，２．５ｃｍH’０のＰEEPを付加して換気し
た場合には，血清の添加により換気量が約３倍に増加した（Ｐ＜0.05)．すなわち，ＰEEPを付加した
換気下では，血清がin-vivoのサーファクタン卜の機能を増強するという，m-vitmとは相反する現
象が生じた．この現象は，アルブミンを加えた場合にも認められたが，グロブリンを加えても認めら
れなかった．
以上の所見より，ＰEEPは，血清により不活化されたサーファクタン卜自体にも作用して，その生
体内での機能を改善し,表面張力計による所見とは逆の相反現象をもたらす場合があると結論された．
また，アルブミンが相反現象をもたらす主な物質であると考えられた．ARDＳ患者の呼吸管理法を向
上させるためには，サーフアクタントアルブミン，およびＰEEPの３者の相互作用をさらに解明す
る必要があると考えられた．
本研究は，ＰEEPにより，血清ないしアルブミンで不活化したサーファクタン卜の換気量増加作用
が回復する可能性を示したものであり，呼吸管理学に新しい知見を加えたものとして，学位論文に値
すると判定された．
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